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技術の特徴
・消費者の表示への信頼を高め、生産者の品種育成者権を守るために、品種判別技術の
開発、特に、食品素材のDNA判別技術の開発が必要とされています。

・本研究では、米加工品を試料とする原料米のDNA判別技術の開発に取り組みました。
・日本酒の場合、①発酵過程でのDNAの分解、②麹や酵母DNAの混在、③PCR阻害物質
の共存等の問題がありました。

・本研究では、DNA抽出・精製技術の開発および植物特異的PCR用プライマーの開発によ
り、日本酒を試料とする原料米の品種判別を可能にしました。

研究の内容

今後の展開
１．日本酒原料米の判別が可能ですが、混米の場合さらに技術開発が必要です。
２．本技術は、今後、醸造分野の専門機関と共同での技術改良の必要があります。
３．今後、ワインやビール等への応用も期待できます。
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